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１．目的 

 従来のアマモの移植方法は，アマモ種子を採取し移植

地に播く方法（播種法），アマモ株を直接移植する方法

（株植法）が主として用いられているが 1）2），潜水作業

による株や種子の採取にかかる多大な労力や既存のア

マモ場へのダメージなどが課題となっている．これらの

課題に対し，著者らは，種子や株の採取を必要とせず，

簡易に，かつ，天然のアマモ場にダメージを極力与えず

に実施できる新しい移植法として，播種・株植が不要な

アマモ移植方法（以下，本方法と称す）を開発した 3）．

本方法は，まず，天然のアマモ場に移植基盤となるマッ

トを設置し，その上に落下したアマモ種子が自然発芽・

生長することによりアマモがマットに定着し，次に，こ

のマットを移植場所に移設し，移植を完了する方法であ

る（図 1）．本方法については，大規模なアマモ場移植

にも適用できる工法として移植用マットを開発し，現地

実験によりその作業性とアマモ定着効果の実証を完了

している 4）．本論文では，本方法による移植後のアマモ

について 3 年間のモニタリング結果を示し，本方法によ

る次世代アマモ場の再生について報告する． 

２．本方法によるアマモ移植の概要 

 アマモの移植場所は，三重県英虞湾の入り江奥に位置

する（地点名：立神，図 2，図 3）．英虞湾奥には，一年

生のアマモが優占するアマモ場が形成されている．アマモの移植は，立神のアマモ場の岸側境界付近に，隣接

する入り江（地点名：小別当，図 2 参照）でアマモを定着させたマット（1m×5m，5 枚）を 2005 年 2 月に設

置することにより実施した．移植時におけるマットを写真 1 に示す．移植後のアマモのモニタリング調査とし

て，各マット上 3 点および天然アマモ場（立神および小別当）の密度，草丈を月に 1 回程度計測した．また，

2007 年 5 月（移植 3 年目）にマット周辺のアマモの詳細分布調査を実施した（図 3）．詳細分布調査は，マッ

ト設置場所を含む 10m×16m の範囲において，1m 間隔の格子点におけるアマモの密度，草丈を計測した．  

３．本方法によるアマモ場の再生 

３．１ アマモの密度・草丈の経時変化 

移植したアマモおよび天然アマモ場における密度・草丈の経時変化を示す（図 4）．本方法の計測データに 

は，マットごとのアマモの密度に多少のばらつきが見られたため全マットの平均値を用い，標準偏差も示した．  
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図１ 播種・株植が不要なアマモ移植方法の概念図
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図２ 英虞湾の地形 

図３ 移植場所の位置図
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本方法のアマモの密度は，移植 1,2,3 年目ともに 11 月から 4 月にかけて増加，その後 8 月にかけて低下し，

天然アマモ場とほぼ同様な傾向を繰り返した．これは，11 月頃に発芽し 5 月頃の最盛期に向けて伸長，その

後夏季に衰退という一般的な一年生アマモの生活史である．本方法のアマモの草丈は，移植 1年目に天然アマ

モ場に対して増加量が低くなったが，その後は天然アマモ場と同様な経時変化となった．また，移植 3 年目ま

での潜水観測により，マット上のアマモにおいても最盛期には葉鞘径の増加，花穂，種子の形成が確認された．

このことから，本方法により移植されたアマモ場には種子が供給され，良好なアマモの再生産が繰り返されて

いることが示された． 

３．２ アマモ場の平面分布 

移植 3 年目（2007 年 5 月）におけるアマモの密度の平面分布を示す（図 5）．図 5 より，マット上のアマモ

の密度には，その周囲に比べ高い部分が確認できる．これは，本方法により移植された高密度なアマモ場が  
3 年目にも維持されているものと考えられる．また，この高密度なアマモ場は，マットの範囲を越えて分布し

ていることから，移植されたアマモ場からの拡大が進んでいることが示唆される．各マットに見られるアマモ

の密度差の要因は特定できないが，移植場所は，天然アマモ場の岸側境界であることから，アマモの生育環境

としてやや厳しく，高水温，海藻との競合などの影響を受けやすい環境条件であることが上げられる． 

４．結論  

 以上より，播種・株植が不要な新しいアマモ移植方法により，次世代にわたるアマモ場が再生されたことが

実証された． 

本研究は，三重県，三重大学との共同研究，三重県地域結集型共同研究事業の一部として実施した． 
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図４ アマモ密度・草丈の経時変化          図５ アマモ密度の平面分布 

（2007 年 5 月） 
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